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　　　　　　　׆ಈใࠂ
二〇一六年の活動記録一月・ 一九日（火） ・二一日（木） ・二五日（月）ポルト
市民講座「北海道の演劇作品を読むⅡ
　
久保栄『林檎
園日記』 （全四幕）を精読してみよう（特に一幕を中心にして） 」講師
　
森一生、全三回、ポルト。
・一月二三日（土） ・二四（日）北翔舞台芸術二年目定
期公演Vol．
「桜の園」 （作
　
チェーホフ、演出
村松幹男）四ステージ、ポルトホール。
なお、二二日（金）に公開ゲネプロ（総リハーサ
ル）とワークショップを開催。また、各公演の終了後に二〇分ほどの 出による 演を実施。二年目定期公演と言っているが、現在は二年目 中心とした一年目との合同公演である。
二月・ 一一日（木）風呂敷オンステージ
　
例年行われている 「えべつFRO
S
I
K
Iフェスティ
バル」 。最終日には風呂敷のアレンジメントやファッションショーを盛り込んだ 風呂敷オンステージ」が行われた。学生は会場設営や照明・音響オペレート。江別セラミックアートセンター。前日より仕込み。
・二月一二日（金） ・一三日（土） ・一四日（日）北翔
舞台芸術四年目卒業公演「遭難、 」 （作
　
本谷有希子、
演出
　
森一生）四ステージ、ポルトホール。四年間
の学びの集大成としておこなう北翔舞台芸術四年目卒業公 「遭難、 」 。この は、四年間の大学で学んだことの集大成として、また四年間の大学生活への感謝の気持ちから、公演そのものを無料上演とし、受付に募金箱を設置し全額をユニセフに募金することとした。結果、五九、 八六〇円を募金した。
三月・ 一二日（土）オープンキャンパス。パル六階。ス
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テージ、照明・音響の設営、オペレート等。
・三月一八日（金）北翔大学短期大学部ライフデザイン
学科ファッション舞台アートコース（ブタゲ一一期生） 、北翔大学生涯学習システム学部芸術メディア学科舞台芸術コ ス（ブタゲ九期生）卒業式。
・三月二一日（月）新川高校ダンス公演「BLIN
D

WORL
D
」 （主催舞台芸術研究グループ） 。 ポルトホー
ル。舞台設営、照明・音響・映像のオペレート等。前日仕込み。新川児童会館しんかわキッズダンサ ズ、琴似中学校ダンス部も参加。
四月・ 五日（火）ブタゲ一三期生入学。・四月九日（土）自治会の新入生歓迎会。照明・音響の
設営、オペレート。パル六階。
・四月九日（土） 「
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BZ 」パセオセンター
地下一階「テルミヌス広場」 「学生応援企画！」と札幌コレクション実行委員会によって開催され 会場の照明・音響・ス ージ設営及び運営を担当 この日は、服飾美術の学生によるファッションショーや「ゆうゆうぶらり」 （北翔学生によるバンド）の演奏、傷メイクワークショップなども行われた。前日 り仕込み
・四月二二日（金）～二 日（日 北翔舞台芸術三年目
公演Vol．７「消失」 （作
　
ケラリーノ・サンドロ
ヴィッチ、演出
　
村松幹男） 、四ステージ、ポルトホー
ル。
・四月二八日（木） ・二九日（金）北翔舞台芸術四年目
コラボ企画「ゆうゆ LIVE×朗読
　
よだ
かの星」 二ステージ、 ポルトホール。役者希望のなかった今年の四年目。ライブと朗読のコラボを企画して実施。
五月・ 月二一日（土） ・二二（日）北翔舞台芸術二年目定
期公演Vol．
「かもめ」 （作
　
チェーホフ
　
演出
森一生）四ステージ、ポルトホール。なお、いつものように二〇日（金）に公開ゲネプロとワークショップを開催。また、各公演の終了後に二〇分ほどの演出による講演を実施。
六月・ 月一一日（土） ・一二日（日）第一〇回さっぽろ高
校生演劇合同ワークショップ「さらば！原子力ロボむ
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つ～愛・戦士編～」公演（作
　
畑澤清吾）二ステージ、
ポルトホール。 なお、 ワークショップは、 四月九日 （土） 、一七日（日） 、 二三日（土） 、 二四日（日） 、 三〇日（土） 、五月一 七日（土） 、八日（日） 、一 日（土） 、一 日（ ） 、 二八日（土） 、 二九日（ ） 、 六月四日五日（ ） 、一〇日（金）の十五日間。
・六月一一日 （土） オープンキャンパス。パル六階。ステー
ジ、照明・音響の設営、オペレート等。
・六月一八日（土） 「ポルト市民講座
　
シニアリメイク
ファッションショー＆朗読劇w
i
th北翔大学」 、ポ
ルトホール。前日仕込み。会場設営、照明・音響設営オペレート等を担当。 「デイサービス
　
ユーカリの丘」
の朗読劇。 その衣装を服飾美術の学生が制作し、 ファッションショーも開催された。
・六月一九日（日） ・二〇 月 自主研修（あさひサ
ンライズホール研修） 。一年目と二年目 を中心に参加。あさひサンライズホールバックステージツアーとワークショップ。旭山動物園見学。
七月・七月三日（日）
5&%
Y4BQQPSP 「
3
FMBZZPVSTUPSZ 」ポ
ルトホール。六月三〇日（木）より会場設営。ステジ設営、照明・音響の手伝い。
・七月七日（木）～一〇日（日）東京研修。 「歌舞伎鑑
賞教室」 、新国立劇場バックステージツア 、 「ミュージカル南太平洋」 、劇団四季「エ ウス」及びバ クステージツアー 早稲田大学演劇博物館見学など
・七月一六日（土） ・一七 オープンキャンパス。
パル六階等。 昨年同様 ミニファッション ーがあっ
た。また、 体験授業として、参加した高校生にも希望に応じてモデル体験、照明・音響オペレート、 映像操作、ステージに飾るオブジェ制作の体験をし もらっ 。ステージ、照明・音響の設営およびオペレート等
・七月二八日（木）～
三〇日（土）劇団B
－
S
t
ag
e公演Vol．
４「まほろば」 （作
　
蓬莱
竜太、演出
　
森一生）ラグ
リグラ劇場。三ステージ。舞台芸術研究グループの行っている卒業生向けワークショップの参加者による公演。
八月・ 六日（土）大学祭。例年通り、 ファッションショー
のステージ、照明・音響の設営およびオペレートなど。パル六階。
・八月六日（土） ・七日（日）北翔舞台芸術一年目試演
会Vol．
「北限の猿」 （作
　
平田オリザ、演出
　
平井伸之） 日は大学祭公演。パル六階 二
・八月八日（ ） 「サウンドライトクエスト
　
この夏、
勇者になるのは君だ
」 、砂川市地域交流センターゆ
う。授業「地域と芸術」を履修している三年生を中心に行った小学校低学年向けワ クショップ。五〇名ほ
ܶஂ #4UBHF7PMʮ·΄Ζ͹ʯ
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どの小学生が集まった。
・八月二一日（日）
$PN

'FT 。札幌市清
田区美しが丘地区センター。 「超高齢化社会の地域活性化を学際的に推進する会」 （住民の健康で幸せな生活を追究するという理念のもと、里塚病院の松永先 を中心に、医師、薬剤師、介護関連職、大学教授などの有志 よ 会）主催。テーマは「アンチエイジングと医療・介護のイベント」 。舞台芸術学生が会場設営、照明 音響 担当 服飾美術のがデザインした高齢者のファッションショー（最高年齢一〇三
 歳！）や認知症に関わる二人の医師による
講演、 パネルディスカッションなども行われたお祭り。
九月・ 一一日（日）オープンキャンパス。パル六階。七
月のオープンキャンパス同様、ミニファッションショーの模擬授業をおこなった。 テージ、照明・音響の設営およびオペレート等。
・九月一七日（土）～一九 （月）北翔舞台芸術二年目
試演会Vol．
「兄帰る」 （作
　
永井愛、演出
　
百
島匡《学生》 ）パル六階。四ステージ。
一〇月・ 〇月一日（土） 「第三回
　
いっしょにね！文化祭」
ポルトホール。 「障がいのあるひと
　
ないひと
　
いっ
しょに楽しむ発表会」を合言葉に、 「いっしょにね！文化祭」が「実行委員会」と「北翔大学」の主催で今年も開催。ステージ・照明・音響等の設営、 オペレート。服飾美術の学生は今年もファッションマジックとコラボのファッションショ 実施。九月二九日（木）から仕込み。
・一〇月一六日（日）江別市国際交流推進協議会主催「み
んなおいでよ！２０１６
　
世界市民の集い」 。野幌公
民館。ステージの音響と照明担当。
・一〇月一五日（土） ・一六日（日）パセオ学生応援企
画
QBTFPDSFBUPSTDBN
QWPM 。パセオ地下一階「テ
ルミヌス広場」 。 服飾美術を専攻する学生がンショーに参加 ワークショップも行った。舞台芸術の学生が、舞台設営、照明・音響の手伝い 入った。なお、二二日（土） 、二三日（日）にはプロジェクションマッピ グの催しがあり、メディアデザインの学生参加。二九日（土） 、三〇日（日）にはダンスのイベントがあり、舞台芸術の学生が手伝った
一一月・ 一一日（金）～一三日（日）北翔舞台芸術三年
目公演Vol
.
８「眠れる森の死体」 （作
　
古城十忍、
演出
　
村松幹男）ポルトホール。四ステージ。
・一一月二六日（土）～一二七日（日）劇団B
－
S
t
ag
e公演Vol．５「近代能楽集」 （作
　
三島
由紀夫、 演出
　
森一生）ラグリグラ劇場。三ステージ。
　　ʮα΢ϯυϥΠτΫΤετ
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舞台芸術研究グループの行っている卒業生向けワークショップの参加者による公演。
一二月・ 三日（土）～四日（日）北翔舞台芸術四年目コ
ラボ企画Vol．2「ゆうゆうぶらりLIVE×朗読
　
どんぐりと山猫」二ステージ、ポルトホール。役
者希望のなかった今年の四年目によるライブと朗読のコラボ企画第二弾。
・一二月五日（土）ポルト研究授業「５分間ストーリー」
公開授業。ポルト研究授業の「5分間ストーリー」の修正発表を初めて高校生向け公開授業として実施した。その後、ワークショップも実施。
・一二月一〇日（土）第四九回学外発表会ファッション
ショー 「
S
LI
C
K
」 。ポルトホール。ステージ・照明・
音響の設営、 オペレート。一二月七日（水）から仕込み。
・一二月一一日（日）前日
のファッションショー舞台、照明、音響をつかい、平岸高校との連携ファッションショーを今年も行った。なお、この日に北海道平岸高等学校と北翔大学の高大連携事業に関する協定書調印式が行われた。
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P
R
O
BE第一〇号の座談会の中で「劇団さっぽろ
が分裂したじゃないですか。それで、立ち上げてずっと関わってきた人たちは全部辞めちゃったんですよ。それから、何年か前から、分裂する前あたりから学校公演をいわゆるプロデューサーシステムっていうのかな、つまり作品の時にいろいろ集めてきてやる。だから研究所もなくなる。役者が育たなくなる。劇団の理念っていうか、理念までもいかないまでも、そのポリシーみた なものもどこかで全く別なものになっ いる。そうなると昔 資料は必要な と うことになっちゃうんですよ。 」 （一二頁）と う森氏の発言が掲載されました。
この発言に対して、 「このような事実はない」と株式
会社劇団さっぽろ代表取締役社長西村義孝氏より連絡がありました。P
R
O
BE編集部としては、株式会社
劇団さっぽろを毀損する気持ちは少しもありませんでしたが、結果的に誤解を与えるよ な発言を掲載してしまいました。上記の発言を削除し、訂正いたし す。
また、 金田一仁志氏の「北海道の専門劇団、 『劇団さっ
ぽろ』の五七年を振り返る」の中 西村氏の年齢 間違っておりました。 正しくは （当時） 六六歳です。 訂正し、お詫び申し上げます
株式会社劇団さっぽろの関係者の皆様には、大変な
ご迷惑をお掛けしました。心よ 謝罪いたしま 。申し訳ありませんで た。
この件に関しましては、深く反省し、今後このよう
なことがないよう努力致 す
PROBE責任編集者
　
村松
　
幹男
謝罪・訂正
